
講  演  会 

「人の集まり方をデザインする」 
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ひ ろ し ま 建 築 学 生 チ ャ レ ン ジ コ ン ペ 2 0 1 8 最 終 審 査 会 

主   催｜広島県 

協  賛｜株式会社総合資格，大旗連合建築設計株式会社，株式会社テクシード，TOTO株式会社中国支社 

問合先｜広島県 土木建築局 営繕課 営繕企画グループ TEL 082-513-2311  MAIL doeizen@pref.hiroshima.lg.jp    

定   員｜ 150名（事前申込み優先） 

申込締切｜ 11/2（金）17：00まで 

申込方法｜ 専用ホームページ または メール 

※詳細は裏面をご覧ください。 
※講演会終了後，ひろしま建築学生チャレンジコンペ2018最終審査会を 
  開催します（入場無料）。 

建 

築 

家 

時  間｜ 12：30 − 13：30 （開場 12:00） 

会  場｜ 広島県立美術館 地下１階 講堂  
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工学院大学125周年記念総合教育棟 
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「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」の取組が 

2018年日本建築学会教育賞を受賞しました 

ありがとうございました 

＆ 
ひ ろ し ま 建 築 学 生 チ ャ レ ン ジ コ ン ペ 2 0 1 8 最 終 審 査 会 

入場無料 



 平成30年７月豪雨により，広島県は各地で大きな被害を受け，現在，被災者の皆様の生活支援，生活再建に向

けて取り組んでいるところです。この度，ひろしま建築学生チャレンジコンペ2018の審査委員長 千葉学氏より，広島

への応援の思いを込めて，ご講演いただくこととなりました。 

がんばろう広島 応援イベント開催にあたって 

▽ 開場・受付  12：00- 

▽ 講演会 ［建築家 千葉学］  12：30-13：30  ※事前申込み優先 

    「人の集まり方をデザインする」と題して，コンペ審査委員長 千葉学氏よりご講演いただきます。 
    事前申込みの上，ご参加ください。  
    ※席に余裕がある場合は，当日の参加も受け付けます。 

▽ ひろしま建築学生チャレンジコンペ2018最終審査会  13：40-18：00  ※事前申込み不要 

   ▼ 公開プレゼンテーション    13：40-16：20 
       １次審査を突破した学生による公開プレゼンテーションを開催します。 
       学生の熱いプレゼンや審査委員との質疑応答は必見です！ 

   ▼ 選考・最優秀作品等決定  16：30-17：10 
       審査委員長の進行で，公開審査により最優秀作品等を決定します。 

   ▼ 表彰式・閉会  17：10-17：40 
       賞金，トロフィー等の授与を行います。 

   ▼ 模型公開  17：40-18：00 
       公開プレゼンテーションで使用した模型をお近くでご覧いただけます。  

タイムスケジュール・内容 
■ 講演会 

 「人の集まり方をデザインする」と題して，コンペ審査委員長 千葉学氏よりご

講演いただきます。 

 事前申込の上，ご参加ください。 ※席に余裕がある場合は，当日の参加も

受け付けます。 

＊都合によりスケジュールを変更する場合がございますのでご了承ください。 

協 賛 主 催 

■ 専用ホームページによる申込み 

 広島県営繕課のホームページ上にある応募フォームからお申込みください。 

  http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/miryoku/challe-com2018-yell.html 

■ メールによる申込み 

 申込先 ： doeizen@pref.hiroshima.lg.jp （広島県 土木建築局 営繕課 営繕企画グループ） 

 件名は必ず 「講演会申込」 としてください。 

 下記の必要事項をメール本文に記載の上，お申込みください。 

      ・氏名（ふりがな）  
     ・勤務先名（学生の方は学校名・研究室名） 
     ・自宅の住所 
     ・電話番号 
     ・メールアドレス 

広島県立美術館 地下講堂 （広島市中区上幟町2-22） 

申込方法 （講演会のみ） 

千葉 学 （ちば まなぶ） 

工学院大学125周年記念総合教育棟 
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建築家 
東京大学大学院 教授 

■ 略歴 

1960年 東京都生まれ 
1987年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻修士課程修了 
1987年 株式会社日本設計(〜1993年) 
1993年 ファクター エヌ アソシエイツ共同主宰(〜2001年) 
2001年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 准教授(〜2013年) 
2001年 千葉学建築計画事務所設立   
2009年 スイス連邦工科大学(ETH)客員教授(〜2010年) 
2013年 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 教授 
2016年 東京大学副学長(〜2018年) 
2017年 ハーバード大学GSDデザインクリティーク 

■ 主な受賞作品 

日本盲導犬総合センター  / 第49回BCS賞，2007年度日本建築家協会賞， 
2009年日本建築学会賞（作品）  
大多喜町役場 / 第54回BCS賞，2013UNESCO Asia-Pacific Awards for Cultural Heritage 
Conservation-Awards of Meri 
工学院大学125周年記念総合教育棟 / 第27回村野藤吾賞，第55回BCS賞 
敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー / 第58回BCS賞 

会場 

県ホームページ 

※駐車場をご利用いただけますが，数に限りがありますので公共交通機関のご利用をお勧めします。 

■ 最寄駅 

ＪＲ広島駅から2.1km（徒歩25分） 
ＪＲ新白島駅から1.7km（徒歩25分） 

■ 交通手段 

広島電鉄 紙屋町東電停または紙屋町西電停から徒歩3分 
アストラムライン 県庁前駅から徒歩2分 
紙屋町バス停またはバスセンターから徒歩5分  

■ 交通手段 

ひろしま観光ループバス            
広島電鉄(白島線)     
広島バス   

地 図    

■ 主な受賞作品 

・日本盲導犬総合センター / 第49回BCS賞，2007年度日本建築家協会賞，2009年日本建
築学会賞（作品） 
・大多喜町役場 / 第54回BCS賞，2013UNESCO Asia-Pacific Awards for Cultural Heritage 
Conservation-Awards of Merit 
・工学院大学125周年記念総合教育棟 / 第27回村野藤吾賞，第55回BCS賞 
・敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー / 第58回BCS賞 

県立美術館前（縮景園前）バス停すぐ 
縮景園前電停からすぐ 
縮景園入口バス停から徒歩２分 

 「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」は，建築学生を対象とした建築設計コンペです。 

 広島県では，「魅力ある建築物の創造に向けた人材育成」の一環として行う公共建築物の設計コンペを実施して

おり，今年度で６回目を迎えます。 

 最優秀作品は実際の公共施設として建設するため，提案者には，実施設計・工事監理に関わり，実践現場を経

験していただくことが大きな特徴です。昨年度より，応募対象を県内の建築学生から全国の建築学生へ拡大しまし

た。 

 がんばろうひろしま復興イベントでは，来場者のみなさまへ，今年度のコンペ審査委員長 千葉学氏から，講演を

通じて熱いエールが送られます。また，講演会に続いて，１次審査を突破した建築学生による公開プレゼンテーショ

ンを実施し，瀬戸内海国立公園内公衆トイレの最優秀作品を決定します。 

 講演会，最終審査会ともに，どなたでもご参加いただけますので，講演会とあわせて，最終審査の盛り上がりを 

ぜひお楽しみください。 

ひろしま建築学生チャレンジコンペ最終審査会 

 「ひろしま建築学生チャレンジコンペ」は，建築学生を対象とした建築設計コンペで，今年度で６回目を迎えました。 

 千葉学氏の講演会の後，１次審査を突破した建築学生による公開プレゼンテーションを実施し，瀬戸内海国立公

園内公衆トイレの最優秀作品を決定します。最優秀作品は実際の公共施設として建設するため，提案者には，今後

実施設計・工事監理に関わり，実践現場を経験していただくこととなります。 

 千葉学氏の講演会とあわせて，全国の建築学生による熱いプレゼンをぜひご覧ください。 

 講演会，最終審査会ともに，どなたでもご参加いただけますので，皆さんもご一緒に，広島を盛り上げていきましょう。 

 平成30年７月豪雨により，広島県は各地で大きな被害を受け，現在，被災者の皆様の生活支援，生活再建に向

けて取り組んでいるところです。この度，広島の復興に向けた取組みを後押しし，盛り上げていただくために，今年度

のコンペ審査委員長 千葉学氏にご講演していただくこととなりました。 

 また，講演会に続いて，１次審査を突破した建築学生による公開プレゼンテーションを実施し，瀬戸内海国立公

園内公衆トイレの最優秀作品を決定します。 

 講演会，最終審査会ともに，どなたでもご参加いただけますので，盛り上がりをぜひお楽しみください。 


